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一 般 質 問

町政の当面する課題に活発な議論を展開した。

若
者
定
住
の
条
件

結
婚
・
住
居
・
教
育
・
雇
用

答 検討材料

電話予約で

東
京
大
学
が
開
発
し
た
、

「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
」
は
利

用
客
に
大
変
評
判
が
良
い
。

電
話
で
予
約
で
き
る
方
法

は
取
れ
な
い
か
。

現
在
、
吾
川
・
池
川
地
区

で
５
路
線
、
仁
淀
地
区
で
３

路
線
が
デ
マ
ン
ド
バ
ス
で
運

行
し
て
い
る
。

今
後
も
、
利
便
性
に
配
慮

し
た
運
行
に
心
が
け
て
い
き

た
い
。
指
摘
の
あ
っ
た
、
パ

ソ
コ
ン
へ
の
配
車
シ
ス
テ
ム

入
力
は
検
討
材
料
と
す
る
。

問

西
森
常
晴

答

企
画
課
長

大崎小（元気に遊んでいます）



国
道
33
号
線
の
中
津
公
園

入
口
は
、
買
収
し
て
整
備
で

き
な
い
か
。

所
有
者
の
理
解
を
得
る
よ

う
話
を
し
て
い
き
た
い
。
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若
者
定
住
は
、
ど
う
考
え
、

ど
う
実
践
し
て
き
た
か
。

本
気
で
取
り
組
む
気
が
あ

る
の
か
。

雇
用
の
創
出
は
、
林
業
振

興
が
中
心
に
な
る
と
思
う
。

働
く
世
代
の
人
口
増
は
、

需
要
と
消
費
が
拡
大
し
、
地

域
経
済
が
活
性
化
の
源
と
な

る
。

陰
山
英
雄
さ
ん
は
、
15
年

間
、
但
馬
の
小
さ
い
村
で
、

「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」

で
、
毎
朝
、
小
時
間
の
早
朝

学
習
、
週
二
時
間
の
補
充
授

業
を
実
践
し
、
大
き
な
成
果

を
あ
げ
、
今
は
、
立
命
館
大

学
の
付
属
小
の
校
長
だ
。

仁
淀
川
町
に
来
れ
ば
、
子

ど
も
の
学
力
が
上
が
る
、
そ

う
い
っ
た
環
境
づ
く
り
は
で

き
な
い
か
。

若
者
定
住
の
中
で
、
教
育

は
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

全
力
で
努
力
し
て
い
き
た

い
。所

得
が
上
が
っ
た
ら
家
賃

が
高
く
な
る
。

町
外
流
出
の
一
つ
の
要
因

と
な
っ
て
い
る
が
。

公
営
住
宅
で
５
〜
６
万
の

家
賃
を
払
っ
て
い
る
人
か
ら
、

「
こ
れ
は
た
ま
ら
ん
」
と
い
う

意
見
は
聞
い
て
い
る
。

家
賃
は
、
国
の
補
助
金
の

手
前
、
勝
手
に
値
下
げ
で
き

な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
月
３
万
５
千
円
を
超
え

た
分
は
、
別
途
に
補
助
金
で

還
元
し
て
は
ど
う
か
。

子
ど
も
手
当
、
介
護
手
当
、

愛
妻
手
当
な
ど
、
名
目
は
ど

う
で
も
つ
け
れ
る
が
。

問

西
　
森

家賃を安くし
若者定住を

答

町
　
長

問

西
　
森

答

教
育
長

問

西
　
森

答

総
務
課
長

問

西
　
森

答

総
務
課
長

問

西
　
森

中津公園入り口
整備を

答

町
　
長

㈱
ソ
ニ
ア
経
営
破
た
ん
の
原
因
は
、
林
業

不
振
の
折
、
出
資
金
の
33
％
を
投
資
し
た
製

材
事
業
に
あ
る
。

木
材
を
高
く
仕
入
れ
、
大
量
生
産
を
し
て

安
く
売
る
。
収
入
を
経
費
が
上
回
り
、
事
業

を
続
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
赤
字
が
増
す
と
い

う
、
民
間
企
業
で
は
考
え
ら
れ
な
い
経
営
で

あ
っ
た
。

仁
淀
川
町
議
会
は
再
三
経
営
改
善
を
要
請

し
た
が
、
一
向
に
改
革
を
構
じ
な
い
経
営
陣

に
「
こ
れ
以
上
待
て
な
い
こ
の
ま
ま
で
は
ソ

ニ
ア
は
倒
産
す
る
。
解
散
を
し
て
出
直
せ
」

と
い
う
決
議
を
し
た
。

そ
の
後
取
締
役
の
解
任
や
製
材
事
業
の
縮

小
等
、
一
定
の
改
善
が
見
ら
れ
、
面
積
の

90
％
を
森
林
が
占
め
る
仁
淀
川
町
の
活
性
化

に
、
ソ
ニ
ア
再
生
は
必
要
と
の
判
断
を
し
た

も
の
で
あ
る
。

解
散
決
議
か
ら
再
生
決
議
へ
、
前
代
見
聞

と
の
酷こ

く
評
だ
が
、
仁
淀
川
町
議
会
に
「
ぶ
れ
」

は
な
く
当
然
の
決
議
で
あ
る
。

若
藤
　
敏
久

議
長
一
口
メ
モ�

！�

高
額
者
に
は
、
あ
る
程
度

頭
打
ち
制
度
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

名野川若者定住　町営住宅3棟　国道より
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防
災
行
政
無
線
放
送
の
改

善
は
、
度
々
質
問
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
は
。

ス
ピ
ー
カ
ー
の
設
置
場
所

に
よ
っ
て
感
度
が
悪
く
、
聞

き
取
り
に
く
い
な
ど
の
指
摘

が
あ
り
、
向
き
の
調
整
、
個

別
受
信
機
設
置
な
ど
で
対
応

し
て
き
た
。

22
年
度
、
県
の
防
災
総
合

補
助
や
、
町
の
単
独
事
業
で

約
150
基
、
国
の
臨
時
交
付
金

で
約
600
基
を
、
難
聴
地
域
か

ら
設
置
し
て
い
く
。

問

橋
本
眞
一

答

町
　
長

11
月
22
日
の
「
高
知
新
聞
」

に
、
高
知
県
森
林
環
境
税
の

報
道
が
あ
り
、
税
の
残
高
の

増
加
、
使
用
に
つ
い
て
書
か

れ
て
い
た
が
、
本
町
の
納
税

対
象
者
、
ま
た
環
境
税
を
利

用
し
た
事
業
は
。

問

橋
　
本

答

町
　
長

問

橋
　
本

答

教
育
長

答 難聴地域から

その後

利
用
は間

伐
事
業
他

答

環境税

22
年
度
の
納
税
者
は
、
２

２
４
６
人
。

基
金
残
高
は
１
億
８
５
０

０
万
円
で
、
間
伐
事
業
に
最

も
多
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

町
内
の
利
用
は
20
年
、
21

年
で
約
470
万
円
で
、
間
伐
、

学
校
へ
の
木
製
ベ
ン
チ
や
本

棚
購
入
な
ど
。

11
月
13
日
「
中
学
生
の
主

張
」
の
後
の
講
演
で
、
環
境

の
話
が
あ
っ
た
が
、
環
境
税

を
使
っ
て
小
中
学
生
に
森
や

水
の
大
切
さ
の
勉
強
が
で
き

な
い
か
。

小
、
中
学
校
で
の
森
林
、

環
境
学
習
は
大
事
な
部
分
で

あ
り
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
る
。

吾
川
中
で
は
、
１
年
生
が

間
伐
体
験
で
、
自
然
や
植
物

の
勉
強
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
小
、
中
学
校
の

環
境
学
習
は
、
し
っ
か
り
取

り
組
む
。

仁
淀
高
校
は
人
数
が
少
な
く
、
発
表
す

る
回
数
が
大
幅
に
増
え
た
。

僕
は
、
発
表
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。

僕
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
様
々
な
会
話
術
を
仁
淀

高
校
で
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
一
つ

成
長
し
た
と
思
う
。（

土
居
甲
）
梅
木
　
　
涼

「
僕
は
、
仁
淀
高
校
の
梅
木
涼
で
す
。」

中
学
の
時
か
ら
比
べ
る
と
自
己
紹
介
を

ち
ゃ
ん
と
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ラ�コ�ム�

会
話
の
大
切
さ

吾川中　間伐体験


